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⚫ デジタル時代の民主的な社会の善き担い手となる市民を育

成するための考え方です。

⚫ 近年、OCED,ユネスコ、欧州評議会、国際教育技術協会など世

界的な規模で盛んにその重要性が叫ばれているグローバル・

スタンダードの教育観です。

⚫ その教育観は、日本の情報教育、とりわけ「情報モラル教育」で

行われてきた教育観の転換を促します。

デジタル・シティズンシップとは？



⚫１９８０年代末に提言され、実践されてきた「情報モラル教育」は、ネットの危険やス
マートフォンの使い過ぎによる悪影響等を恐れるあまり、「～しない」、「～禁止」等、
ネットやデジタル機器の利用を規則によって制限し、遮断する後ろ向きの指導に陥り
がちでした。

⚫そうした指導は、トラブルの予防として本当に機能していたのか？ 児童生徒が抱える
問題を解決できていたのか？ 児童生徒の反発は生まなかったのか？など、議論の余
地は多く残されています。

⚫これに対してデジタル・シティズンシップ教育は、前向きで積極的な、そして、創造的
なデジタル技術の利用を促進しつつ、

⚫デジタル時代の様々な課題、問題、トラブル等に対して、教師、児童生徒、保護者が同
じ市民として、また、学びのパートナーとして、主体的自律的に考え、対話を重ねて人
の多様性を認識し、最善の行動を選択することで、トラブルを自ら予防し、自ら問題の
解決を図っていく実践力を身につけるための教育です。

デジタル・シティズンシップとは？



⚫スマートフォンが低年齢層まで普及し、予防、予想しにくいトラブルや問題
も発生しています。

⚫一方、学校ではGIGAスクール構想によって児童生徒コンピュータ1人1台、
１人１アカウントの環境が実現しました。

⚫こうした大きなうねりの中で、ＳＤＧｓ時代をたくましく生き抜かねばならない
子どもたちから、子どもを守るという名目でテクノロジーを遠ざけようとする
旧来の教育観からは脱却し、様々な問題に対して当事者として積極的に考
えていく必要があります。その新しい道の一つがデジタル・シティズンシッ
プ教育である。

デジタル・シティズンシップとは？



情報モラルとデジタル・シティ
ズンシップの課題に対する

アプローチの違い



外からの指導（他律的刺激）のインプットに
よって内面（精神性）を鍛える（磨く）
ことに重点を置く

外の刺激のインプットを重視
他者（指導者）の考えを浸透させていく

アウトプットを重視
他社に自分の考えを伝えていく
さらに、受け取った人は別の人に
自分の考えを伝えていく

社会や他者との対話、外への情報発信などアウトプッ
トによって自分のアイデンティティ（自律性）を鍛え
る（磨く）ことに重点を置く

情報モラル デジタル・シチズンシップ

💛 💛



情報モラル教育
トラブル予防のために、まず、ネットの恐ろしいトラブル事例を見せた後で、
何がいけないのかや、他人の気持ちを考えようと呼びかける。そして、自分が
されて嫌なことは他人にしない（黄金律、忖度）など「～しない」と禁止事項
について注意喚起する。

デジタル・シティズンシップ教育
まず、ネットの利点を十分学び、その上で、ネットのトラブル事例について、クラ
スメイトと自分の考えを述べあうなど「対話する」。対話によって、自分がされて
良いと思ったことでも、他の人が良かったと思うとは限らないことを知る。他の
人がどう思っているかを聞いてみたり、話してみて、いろいろな考え方や価値
観があることを知ることからはじめ、そうした多様な価値観、複雑な現状、ジ
レンマの多い状況をどうやったら解決できるかをみなで考えていく。



⚫ 日本でははじめてデジタル・シティズンシップ
を取り扱った本

⚫ この本の出版（とGIGAスクール構想）をきっか
けに、現在、国内の教育界の一部でデジタル・
シティズンシップは大きな話題となっています

デジタル・シティズンシップの書籍

大月書店 デジタル・シティズンシップ
２０２０年１２月１８日発売で現在３刷 売上４０００部程度

デジタル・シティズンシップ教育の挑戦

アドバンテージサーバ

http://www.otsukishoten.co.jp/book/b547870.html
http://www.otsukishoten.co.jp/book/b547870.html
https://www.adosava.co.jp/cgi-bin/booklist.cgi?type=topdetail&dn=086446-0767
https://www.adosava.co.jp/cgi-bin/booklist.cgi?type=topdetail&dn=086446-0767


参考：「教師と生徒は学びのパートナー」の考え方
小さい学校だが、教師と生徒がともに試行錯誤している

https://youtu.be/UqJdJC_MioU

白川郷学園（義務教育学校）オンライン教育100日の挑戦

白川郷学園のホームページにビデオ
が掲載されていますので、ぜひご覧
になってください（1時間20分）。

https://youtu.be/UqJdJC_MioU
https://youtu.be/UqJdJC_MioU?t=1751
https://youtu.be/UqJdJC_MioU?t=1561


海外の
デジタル・シティズンシップ

の捉え方



教育システムは、最も不利な立場にある
人々のアクセスを確保し、すべての子ども
たちがデジタル技術の積極的かつ倫理的な
利用者になるために必要なスキルを育成す
るために、包括的かつ全体的なアプローチ
をとる必要があります。
デジタル・シチズンシップは、子どもた

ちに以下の力を与えます。
⚫ 積極的かつ責任を持って社会に参加でき
るようにします

⚫ デジタル技術へのアクセスを可能にする
⚫ デジタルスキルと社会的・情緒的スキル
の向上

⚫ デジタル・シチズンシップの育成

OECD



デジタル技術は急速に変化しており、ICT利用に伴うリス
クを防止・軽減するための対策に追いつくことは非常に
困難です。したがって、積極的なアプローチとしては、
子どもたち、教師、保護者にデジタルリテラシーとシ
ティズンシップの教育を行うことです。

デジタルリテラシーとシティズンシップ、言い換えれば、
デジタルの世界で良い市民になるにはどうすればよいか、
ということを子供たちや教師、親に教育することが積極
的なアプローチとなるでしょう。

世界中のさまざまな政府や組織が、デジタルリテラシー
やシティズンシップの向上に向けた取り組みを行ってい
ます。ICTがもたらす機会とリスクを理解するためにICT
が若い世代にもたらすチャンスとリスクを同時に認識し、
インターネットの普及率が高く、テクノロジーの整備が
進んでいる国では、最近、この問題に大きな関心を寄せ
ています。

UNESCO



デジタル・シティズンシップとは、デジタル技術の利用を通じ
て、社会に積極的に関与し、参加する能力のことです。
デジタル・シティズンシップは、コンテンツの作成や公開、交
流、学習、研究、ゲームなど、あらゆるタイプのデジタル関連
の活動を通じて表現することができます。

効果的なデジタル・シチズンシップは、幅広いデジタル・コン
ピテンシーに加え、オンライン消費者意識、オンライン情報と
その情報源の批判的評価、インターネットのプライバシーとセ
キュリティの問題に関する知識など、デジタル・シティズン
シップに特化した能力も求められます。また、他者の尊重、共
感、民主主義や人権の尊重など、幅広い一般的な市民活動能力
にも依拠します。

欧州評議会



International Society for Technology in Education

ISTE（国際教育技術協会）

デジタル・シチズンシップに必要な5コンピテンシー

■包括的であることー複数の視点に耳を傾け、敬意を
持ってそれを認め、敬意と共感を持ってオンラインで
他者と関わります。
■情報を得るーデジタルメディアやソーシャルポスト
の正確性、視点、妥当性を評価する。
■関与するーテクノロジーとデジタルチャネルを市民
活動に活用し、物理的・仮想的なコミュニティにおい
て問題を解決し、良い方向に導く力となります。
■バランスのとれた行動－私は、自分の時間と活動の
優先順位を、オンラインとオフラインの両方で、十分
な情報に基づいて決定します。
■注意深いー自分のオンラインでの行動に気を配り、
安全に過ごす方法や他の人に安全な空間を提供する方
法を知っている。



ISTE デジタル・シティズンシップの要素
最新のデジタル・シティズンシップの「要素」は次の９つの要素

１．デジタル・アクセス
２．デジタル・コマース（商取引）
３．デジタル・コミュニケーションとコラボレーション
４．デジタル・エチケット
５．デジタル・フルーエンシー（流暢さ）
６．デジタル・ウェルネス（健康福祉）
７．デジタル・法と規範
８．デジタル・権利と責任
９．デジタル・セキュリティ

デジタル・レジリエンス（強靭さ・回復力）

デジタル・ウェルビーイング（幸福）

＜基礎となる５Cコンピテンシー＞
クリティカル・シンキング
クリエイティブ・シンキング
コミュニケーション
コラボレーション
シチズンシップ＜今後、加わりそうなキーワード＞

※困難や逆境の中にあっても心が折れることなく、状況に合わせて柔軟に生き延びようとする力



GIGAスクール構想
１人１台端末と
デジタル・シティズンシップ



１人１台は、過去の情報化と何が違うのか？

・「学校の中だけ」で使う
・「授業だけ」で使う
・「必要なときだけ」使う
・学習時の利用権限（選択権）は教員のみ
（学習時に教員の許可があったときだけ使う）

・「共有物」としての扱い
・「教具」としての扱い
・使い方が「画一的」
・保護者には、ほぼ説明不要
・すべて学校におまかせ
・集団最適

これまで
の情報
化

PC

教室

これからの

情報化

１人

１台

・学校や家庭を含む「社会的活用」（公的活用）
・授業を含めた「日常での活用・日常的な活用」
・学習時の利用権限（選択権）は児童生徒にある
（学習時に児童生徒が使いたいときに使う）

・「自分の持ち物」としての扱い
・「文具的」
・使い方は「多様」で「自由」
・事前に保護者に説明し、共通理解を図り、利用規約
の同意契約等を結び（インフォームド・コンセント）、
常に協力していく体制を作る
・個別最適

コンセプトが全く異なる



これからの

情報化

１人

１台

このコンセプトはデジタル・シティズンシップに親和的

・学校や家庭を含む「社会的活用」（公的活用）
・授業を含めた「日常での活用・日常的な活用」
・学習時の利用権限（選択権）は児童生徒にある
（学習時に児童生徒が使いたいときに使う）

・「自分の持ち物」としての扱い
・「文具的」
・使い方は「多様」で「自由」
・事前に保護者に説明し、共通理解を図り、利用規約の同
意契約等を結び（インフォームド・コンセント）、常に協力して
いく体制を作る
・個別最適



学校
＝社会

カリキュラム
マネジメント

法令
人事

教員と子どもが
一市民として
ともに学ぶ

市民としてみた場合
教師と児童生徒は
学びのパートナー

個別の活用
日常的な活用
授業での活用
創造的な活用

環境整備

教育
委員会/
学校法人
＝社会

教員と
児童生徒
＝市民

保護者、
地域住民
＝市民

教員研修

子どもの学びを
支えつつ、市民
としてともに学ぶ

１人１台政策とDCの関係

利用規約の策定

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
社
会
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
接
続

地域教育
家庭教育
遊びと学び

情報端末
アカウント運用
個人情報取扱い等

個人目標と約束事

ICTの使い方は「教員が教える」ではなく、
教員と子ども、保護者と子どもがともにスキ
ルアップするために学びあう

ネットのトラブル等は、大人が答えを教える
のではなく、よく対話する中でともに考えて
いく



ICTの利用規約と
デジタル・シティズンシップ



旧来のICT利用規約（米国） ゼロ・トレランス方針

Acceptable Use Policy （AUP) ＝ 利用制限方針

「～してはならない」「～した場合には、退学処分とする」
「学校は責任を負わない」・・・ブラックリスト

日本の場合（ICT利用の１０か条）
1. 授業中に授業と関係ないことに情報端末を使うことを禁止します。
2. 休み時間に情報端末を使用してはいけません。
3. ～には使いません。
4. ～はお互い注意しあいます。
5. ～の場合は、連帯責任としてクラス全員の使用を禁止します。
6. ・・・
7. ・・
8. ・



DCの考え方によって変わりつつあるICT利用規約（米国）

Responsible Use Policy （RUP)＝責任ある使用方針

⚫ 一部の学区では、AUPをResponsible Use Policy（責任ある使用のためのポ
リシー）と呼び始めています。

⚫ これらの学区では「責任ある」という言葉を使うことでポリシーの意味合いが変
わると考えています。

⚫ これらの学区では、ポリシー自体の表現を変更し、ルールをよりポジティブなもの
にしています。

⚫ RUPは、「何をしてはいけないか」を教えるのではなく、「責任あるデジタル市民
になるためには何をすべきか」を生徒に教えることに重点を置いています。

⚫ 許容範囲から責任ある使用への言葉の変化についての詳細は、こちらのチュー
トリアルをご覧ください。

ブラックリストからホワイトリストへ



１人１台の学年ごとのホワイトリスト的なお約束の例

https://youtu.be/DbItgr9nOjw
※ネット利用者としての責任とは？※米国では学年ごとに利用方針を変えている。

1. 私は、タブレットを、いつも、ていねいに、つかいます。タブレットを投げたり、ふんだりしません。
2. 私がタブレットを使う場合は、すわって使います。あるきながら使ったりはしません。
3. 私は、学校で、先生から、「いまはタブレットを使わないでください」と言われたときは、使いません。
4. 私は、家で、おうちの人から「いまはタブレットを使わないで」と言われたときは、使いません。
5. 私は、タブレットを使って、何をしたらよいかわからなくなったときは、先生や友だちに、そうだんします。
6. 私が、もしネットで怖いものを見てしまったり、先生やお父さん、お母さんから「見てはいけない」と言われていたものを見

てしまったら、すぐに、先生や、かぞくにそのことを知らせます。
7. 私は、タブレットを使って先生や友だち、かぞくとやりとりするときは、礼ぎ正しく、ていねいな言葉を使います。先生やお

うちの人に言えないような悪い言葉は、友だちどうしでも使いません。
8. 私は、自分の名まえとパスワードだけを使います。友だちの名前やパスワードを使いません。
9. 私は、自分のパスワードをだれにも教えないことを約束します。
10. 私は、タブレットは、先生やおうちの人に見られてもよいことだけに使います。かくしたいことには使いません。
11. 自分の写真や名まえ、動画をネットでだれかに送りたくなったときは、送る前にかならず先生やおうちの人に送っていいかど

うか そうだんします。
12. 私は、知らない人とはネットでやりとりはしません。ネットで知らない人から声をかけられたりしたとき、かならず、先生や

おうちの人に知らせます。
13. 私は、いじわるなことをかかれたり、いやな気分にさせられたりしたときは、すぐに先生やおうちの人に知らせます。

低学年向けの「お約束」の例

https://youtu.be/DbItgr9nOjw


個人の目標と約束事
セルフチェック



「人はそれぞれ違うし、誰も同じではない。みんな
違い、いろんなことに異なる方法で対処しようと努
める。彼女のやり方で乗り越えさせてあげればいい。
彼女が思うベストな方法で。それが私の言えること。
彼女はベストを尽くしていると思う」

テニスの全仏オープン女子シングルスに第7シードで出場したセリーナ・
ウィリアムズ（アメリカ）が、2021年5月31日の会見で棄権表明とうつ
病を告白した第2シードの大坂なおみについて述べた言葉。

シティズンシップのお手本



生徒会等での一律ルール（ブラックリスト）
策定は慎重さが必要

「守れなかったら、○○禁止」などによって、かえって生徒指導が増えたり
教員の負担が増えるだけではなく、やがて、○○禁止だらけになる、あるい
は、ルールの形骸化に陥る

一律の生徒指導ではなく、個別のカウンセリング

生徒ばかりではなく、教員も、保護者も利用規約に沿って、

個人ごとに目標と約束事を決め、定期的に、その約束が守

れているかどうかを「セルフチェック」する



先生、保護者、児童生徒個人の目標と約束事を作る
先生・・・・ 私の２学期の目標はすべての授業でタブレットを一度は使ってみるこ
とです。そのために私は児童と・・・・を約束します。

児童生徒・・私の２学期の目標は、タブレットを使って家でプログラミングをすること
です。そのためには、家でゲームをする時間を減らすことを両親と約束したいと思
います。

保護者・・・私の２学期の目標は ・・・



あなたの情報端末の使い方は、あなた自身がその使い方が良いか悪
いかを自分で判断しなければいけません。自分の使い方をチェックし
ましょう。

教室での授業中のあなたのタブレットの使い方は「授業に必要なことだ」、
「善い使い方だ」と先生やクラスメイトに説明できる使い方ですか？

休み時間に、なぜ情報端末を使っているかを先生やクラスメイトに聞かれたと
きに理由を話すことができる使い方をしていますか？

映像を見たり、調べ物をしたりする消費的な使い方だけではなく、文章を書い
たり、CG作品を作ったりなど、創造的生産的な使い方もできていますか？

◆子どもが主体的に責任をもってICTを活用する「自律」
を促すセルフ・チェックの例


